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  夕方からコオロギが鳴き始めました。ちゃんと秋はやってきていますね。なんだかホッとしま

す。９月の空は、いろいろなことが再スタートするような新しい風を感じます。仕切り直したい

こと、持ち越していたこと、新たにトライしたいこと、まずは、あれこれと思い浮かべ、青空を

見上げて深呼吸したいと思います。 

今年度のあんずも、半ばに差し掛かりました。児童発達支援においては、子どもへの関わりを

軸にしながら、『親子通園』、幼稚園・保育所等との『併用通園』について、子ども一人ひとりの

これまでの歩みと支援を振り返り、もう一度その意味をみなさんと確かめ合い、より充実させて

いきたいと思います。放課後等デイサービスにおいては、夏休み中、学校の先生方と話し合って

きたことを活かし、子ども達一人ひとりの放課後の過ごし方を改めて見つめ直して、今後の展望

をご家庭と一緒に話し合っていきます。保育所等訪問支援は、９月は、まずは、行事に向かって 

ですね。みんなで、気持ちよく息を吸って“前を向いて”いきましょう！ 

 

             —9 月・10 月の予定— 

9 月 11 日（火）地域連携日（児童・放デイ共にお休みです） 

       9 月 13 日（木）ＳＴ（児童） 

            9 月 27 日（木）ドクターＮの医療相談（児童・放デイ共通） 

 

            10 月 3 日（水）ＳＴ（児童） 

           10 月 17 日（水）地域連携日（児童・放デイ共にお休みです） 

           10 月 20 日（土）さぽねっとまつり 

           10 月 22 日（月）代休（児童・放デイ共にお休みです） 

            10 月 24 日（水）レクチャー OF あんず（大石先生）（主に放デイ） 

10 月 25 日（木）レクチャー OF あんず（成瀬先生）（主に児童） 

            10 月 25 日（木）健康診断（児童のみ）14：30～ 

＝お知らせ＝ 

 ≪ドクターＮの医療相談≫（児童・放デイ共通） 

   9 月 27 日（木）に、埼玉医科大学総合医療センター小児科の奈倉道明先生による個別の 

医療相談を行います。今回は定員を満たしましたが、次回は 11 月となります。ご希望される 

方はお申し出ください。 

 

≪放デイのお母さんと児童のお母さん方の交流会≫（児童） 

  9 月下旬～10 月上旬の予定で、放デイのお母さん方と児童のお母さん方の“おしゃべり会” 

を行います。放デイのお母さんを、児童の昼食の時間に、お一人ずつ来ていただいて、就学前 

の頃の話や今の学校の話等、あれこれ話していただく時間にする予定です。月曜日から金曜日 

まで、各１回企画していきます。詳細は後日お知らせします。お願いする放デイのお母さん方 

には、個々にお声をかけさせていただきますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

              

 
 

 



≪さぽねっとまつり について≫（児童・放デイ共通） 

 10 月 20 日(土)で 3 回目になります、あんず＆日向のお祭り『さぽねっとまつり』 

が開催されます。 

 今年のミニコンサートは、金管楽器のアンサンブル♪『ママさんバンド とこぴよ隊』の演奏

会が午前中に。午後のホールは、昨年に引き続き、アンディさんの腹話術があります！ 

 毎年好評なハンドメイドに、子ども達が楽しみにしているゲームコーナー。カフェコーナー 

には、“炙り家”さんの焼きそば、里芋コロッケ、みのりパン、フランクフルトにジュースと、 

美味しい物を用意して、皆さんをお待ちしています。 

☆ハンドメイドグッズを出品して下さる方、募集中です！ 

 

 

≪レクチャー ＯＦ あんず≫（児童・放デイ共通）※詳細は後日お知らせしまず。 

  10 月 24 日（水）10：00～11：30 の予定で、主に放デイの保護者の方を対象に講演会 

 を行います。講師は、昨年に引き続き、さぽねっとステーションのオブザーバー、立教大学の 

大石幸二先生です。『親子のスタンスを変えていくのは、いつから？－放デイの活かし方—』 

というテーマでお話していただく予定です。 

 そして、翌日の 10 月 25 日（木）10：15～11：45 は、就学前の児童の保護者を対象に 

講演会を行います。講師は、生活支援センター日向の臨床心理士、武蔵野短期大学の成瀬雄一

先生です。『乳幼児期に大切にしたいこと』というテーマでお話していただきます。 

 

 

≪健康診断について≫（児童） 

  10 月 25 日（木）14：20～、児童発達支援を利用しているお子さんを対象に、健康診断

を行います。（あんずの協力医療機関である桜沢医院の先生が来ます）利用しているお子さん

全員が対象になります。但し、幼稚園保育所又は、他の所属で健康診断を行っている場合は、

健診を受けた証明（用紙はあんずで用意します）を提出していただければ、 

受診していただかなくて結構です。（希望者は受診可） 

  詳細は後日お知らせします。児童発達支援センターを利用する上での要件と 

なりますので、ご理解の程よろしくお願いします。 

 

 

≪新しい職員を紹介します≫（児童） 

  8 月からあんずで働かせていただくことになりました、高花です。 

 子ども達の頑張るゾ～という真剣な顔、ニコニコの笑顔、感動・感激の毎日です。 

 子ども達とご家族の方と笑って過ごせたらいいな～と思います。 

 よろしくお願いします！ 

 

 

 

  



くじらクラスの８月あれこれ 

お休み明け、「○○ちゃんは来るのかな？」と、大好きなお友達を気にしたり、 

「○○に行ったよ！」と、お土産話を聞かせてくれたりと、ワイワイにぎやかなくじらクラス。 

 久しぶりでドキドキしていた子も、朝の会が始まると「あ！これか！」と 

お決まりのフレーズや絵本で笑顔に♡ 

 “ドアは大人が開ける“”ホールまでは歩いていく”といったお約束を、ちゃんと覚えていて、 

ドアの前で「気を付けピッ！」をして待ち、ドアが開くと、走りたい気持ちをこらえて、ゆっく 

り歩いていく姿があったり。「『月曜日は何食べる？』やるよ～」の声かけだけで、椅子を持って 

見る場所に移動し、最後まで座って見続ける姿があったり…。 

小さなエピソードですが、自分で気づき動く“くじらさん達”に感動‼ 

みんな、心も身体もぐ～んと大きくなったなぁと感じた 8 月でした。 

 新しい季節の訪れに、ちょっとソワソワしちゃう今日この頃ですが、 

これまでひとつひとつ、しっかり積み上げ、身に付けてきた力を自信にして、 

                             また前進していきましょう！ 

 

 

ペンギンクラスの８月あれこれ 

夏本番、とっも暑い毎日でしたが、ペンギンクラスの子ども達の、明るく元気なパワーは、 

 お日様にも負けていません。 

  ペンギンクラスの朝の会では「見て楽しい」活動をたくさん行っています。「これ知ってる！」 

         と、グッと意識を向けたり、自分の順番を期待して待ったり…。そんな経験が 

積み重なり、リーダーの職員のやることを「集中して見る」姿勢につながって 

います。子ども達の「やりたい！」とキラキラ輝く目！たまりません♡ 

“うんどう”では、3 つのフープを使い、「前へジャンプ」する動きが登場し 

ました。職員が子どもの脇を抱える形で「ジャンプする感覚」を体感してからスタート。両足裏 

で踏ん張って跳ぼうとする力、前かがみに体重をかけること、着地して身体を止める力、等々、 

自分の身体をたくさん感じて取り組む姿が見られています。 

 8 月は、きょうだい達があんずに来てくれて、にぎやかなで楽しい毎日でした。お兄ちゃんお 

姉ちゃん、弟妹の前で「よしやってみよう！」と頑張る一歩が、とっても力強くたくましく感じ 

られました。 

  

 

 

 

放デイのひとり言 

  「暑い」「熱い」…今年の夏は大変でした。皆さん体調は大丈夫ですか？ 

それでも、あんずは、子ども達の熱気と元気な声が毎日あふれ、建物が揺れていました！ 

 さて、あんずで定番となり継続して取り組んでいる活動のひとつに“ディスク”がありますが、  

 この夏から、“ボッチャ”という活動が、新しく加わりました。（最近、ニュースや新聞でも取り 

上げられていることが多いので、「聞いたことがある」という方もいるかと思います） 

 



 ものすごく簡単に説明すると、「ブラシを使わない、カーリングのボール版⁉」 

みたい…なもの（あまり自信ないな…）です。 

白いジャックボールという目標に、赤、青ひとつずつのボールを投げて、そばに寄せる。でも、 

 相手のチームのボールを妨害しながら、かけ引きも重要。なかなか奥が深い！ 

  子ども達は、このボール（園芸用の砂が入っていてけっこう重いです）を投げ、的に当ている 

という活動に取り組んでいます。手にして重いボールに表情を変える子。投げるごとに力を加減 

したり、投げ方を工夫する子。勝ち負けでなく、その子その子の時間の中で工夫と経験を重ねて 

います。これからの展開が楽しみです。 

 ２学期が始まりました。急がずゆっくりアクセル踏んでいこうネ。 

「ただいま！」って、あんずに入ってくるみんなを待ってるョ！ 

 

 

 

保育所等訪問支援８月のある日あるとき 

  訪問させていただいて、子どもがクラスへの所属感をもって「楽しんでいるな」と感じる瞬間

があります。我々の姿を見つけても、その場から手を振ったり、目で合図をしたりはするものの、 

 こちらに近づいてこない（挨拶に来てくれてもすぐに戻る）姿です。“私は今こっちの輪の中に 

いるの”“僕は今この流れに乗っているんだよ”と、友達との枠（もちろん線は見えませんが） 

で過ごす時間を満喫している証しです。集団流れについていけている場面や、まわりの状況を見 

て一歩二歩遅れて動いている場面、お友達と関われている場面や少し離れて過ごしている場面等、 

一人ひとり、いろいろな姿がありますが、所属感を持てている子は、 

いろいろなことがポジティブに展開していきます。その子自身の意欲や 

興味関心と、クラスの友達や先生方と共に作り出す居心地の良さの好循環です。 

８月は、暑い中での訪問でしたが、ちょっとのんびりとした子ども達の姿が 

多く見られました。大切なものを、改めて手にしたのではないかなと思います。 

きっと、秋にジワジワと活きてくるのでしょうね。９月の訪問が楽しみです。 

 

 

 

☆お 礼☆ 

     オモチャ、絵本、手縫いの雑巾、プラレールの連結器、プール 

など、「あれがあると…」と思っていたのを聞いていたかのような 

タイミングでいただきました。本当にありがとうございました。 

大切に使わせていただきます。 

 

 

 

 

 

 


